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研究成果の概要（和文）：インフォームド・コンセントはその基盤を法に置きつつも倫理的に有効な同意プロセスであ
り、和田・中西の三極のナラティヴメディエーションモデルによるShared Decision Making過程の関係構築が効果的で
あった。このモデルの検証を、患者・家族、医師、医学生教育、医療有害事象等の調査で有効性を確認した。また、被
害と感情について、原発事故の浪江町の調査も実施した。本研究の成果で強調したい点は、このモデルは政策的に評価
を受け、2012年1月、厚生労働省の診療報酬政策の患者サポート支援体制のため基本策定資料として採用され、同年（2
012年）4月より、医療対話推進教育として公布施行された点である。

研究成果の概要（英文）：This study was undertaken to provide more depth(e.g.,by examining the behaviors of
 medical students and doctors,and conducting surveys of the damage following the nuclear incident in Namie
, Fukushima),from the perspective that autonomous decision making is both a dynamic process and a structur
al function of causal relationships. The process of shared dicision making, which is based on the particip
ation of the three key parties of Wada and Nakanishi's Narrative Mediation Model, provides an ethically ef
fective agreement process for obtaining infromed consent that is found in law. Based on evaluation in Janu
ary 2012, this is regulatory model was considered to be highly effective in supporting autonomous decision
 making in clinical settings,and training to promote mediated dialogue in medical care was instituted as p
art of the system of patient healthcare support announced as basic policy of the Ministry of Health,Labor 
and Welfare in April that same year(2012).
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１．研究開始当初の背景 
医療におけるインフォームドコンセント
（以下 IC）をめぐっては、自己決定権を中心
に判例や法的議論が蓄積されてきている。し
かし現実の IC は、患者本人だけでなく家族
を含む関係性、経済的考慮（患者側・医療側）、
各アクターで異なるリスク評価など、多様な
要因の交錯とその影響の中で「説明と同意」
が進行していく動態的過程である。それは法
が IC をめぐる相互作用の基盤を形作りなが
ら、同時に個別具体的要因の中で適応化され
る過程でもある。 
訴訟リスクを念頭に同意書獲得が自己目
的化し形骸化した IC となるか、真に十分な
情報と信頼のもとで自己決定がなされるか、
動態的過程の構造を踏まえたうえで、適切化
へのよりきめ細かな規範的方向付けを模索
することは、医療紛争が増加している現在、
喫緊の課題である。医療事故紛争処理過程の
実証研究および患者と医療者のリスク認知
についての法社会学的研究を行ってきてい
る。医療事故紛争処理過程研究に基づく成果
は、著書『医療コンフリクト・マネジメント』
（シーニュ・2006）にまとめたほか、リスク
認知の方社会学的研究については、日本法社
会学会の学会誌『法社会学』に「解釈として
のリスクと法：医療事故を素材に」として採
択され掲載されている。この過程で、患者の
認知と医療者の認知の齟齬が紛争や事故の
誘因となっていることを解明し、そこで、そ
の全段階の自己決定過程の制御こそ、医療事
故や紛争防止への実践的意義をも持つと考
え、本研究の構想に至ったものである。 
２．研究の目的 
本研究は、倫理的配慮を行った上で実際の

ICの過程を参与観察し、法社会学的観点から、
IC をめぐる諸要因と法の交錯の構造をモデ
ル化して検証、それに基づき、あるべき IC
過程を保障するための行動規律の選択肢を
検討、提言していこうとするものである。 
３．研究の方法 
１）文献、判例等の基礎研究を通して、調査
実施のためのIC過程を記述する作業の実施。 
２）次いで参与観察による質的データの収集。 
３）文化的影響の比較検証のために海外での
医療機関においても有害事象における調査。 
４）参与観察による質的データの検証により
過程に影響するファクターを抽出し、複数の
要因関連モデルを構築する。 
５）それらモデルの構造と規定要因を探索す
る為の医師、患者・家族を対象に質問紙調査。 
６）これらの結果を踏まえ、あるべき自己決
定の保障のために、いかなるモデルが適切で、
そのためにいかなる手続構造的・規範的規律
が必要かを検討し提言としてまとめて報告。 
４．研究成果 
医療におけるインフォームドコンセント 
（以下 IC) をめぐる新しいモデルとして医
療メディエーションの研究活動を実施し、こ
の間の研究から、より満足の高い IC 過程の

要因や規定される事柄について、検討を重ね
た。以下のことを達成できた。１．平成 25 年
6月、国際法社会学会（Law＆Society, Annual 
Conference at Boston2013 ) で 、
"Consequences of Introduction of No-Fault 
Idea in Medical Malpractice Liability 
reform: Scandinavian model and French 
Model”、その他の海外での発表として、2013
年 11 月、台湾台北市、高尾市で、中国での
医療制度と IC 過程の情報収集をし、IC メデ
ィエーションに対する公開シンポジウムで
発表した。反響を呼び、中国・台湾で医療メ
ディエーションの翻訳本が公刊される際、協
力した。また、6TH ASIA PACIFIC MEDIATION 
SUMMIT で、“Effect of mediation skills—
Training for disclosure of adverse events 
in Japan”という演題で日本での有害事象後
の説明の取り組みについて発表し論文にま
とめた。２．説明と納得に係る時間的経過を
メディエーションにより計量心理学 SEIQOL
によるアウトプットを学会発表したものを
論文発表した。また、IC の過程に影響する要
因を抽出し、専門職側の説明の仕方により、
受け手である患者側の情動経路と認知経路 
における影響の示唆を得て、論文にまとめた。
自律神経学会で 10月に医師の ICについて発
表した。また、共感教育の新しい示唆を得た。 
＊医療メディエーション対話による患者
の自律神経指標の変化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊医師の行動→不快情動(IC の情報開示別) 
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2011 年 1 月 18 日 
30) 中西淑美: Ai と医療メディエーション. 
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第３回学術集会シンポジウム（ＪＡＨＭ）, 
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③〔図書〕（計 ２ 件） 
1)  和田仁孝，中西淑美: 医療メディエー
ション－コンフリクト・マネジメントへのナ
ラティヴ・アプローチ－. 東京; 有限会社シ
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